
平成２３年度 決算報告………………………２ ９月議会だより………………………６

人のうごき（平成２４年９月３０日現在）／人口２，６９８人（－３）男１，３２２人（－１）女１，３７６人（－２）・世帯数９４３（±０）
（平成２４年７月９日 住民基本台帳法改正により、外国人住民も含む）

１０月１日� ドクターヘリがやってきました！

１０月９日（火）の本格運用前の実働訓練とし
て西ノハナ運動場にやってきました。
本村には、要請から５分くらいで来ます。
今後の救急救命率の向上に期待します。
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９
月
に
開
催
さ
れ
た
佐
那
河
内
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
２３
年
度
の

決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
継
続
審
議
、
５
つ
の
各
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
三
条
６
に
よ
り
、

村
民
の
み
な
さ
ま
に
決
算
の
要
領
を
公
表
し
ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
な
ど
の
大
切
な
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

現
在
の
佐
那
河
内
村
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
を
ご
報
告
し
ま
す
。

納
め
た
税
金
と

使
わ
れ
た
お
金

平成２３年度決算報告
一
般
会
計
決
算
収
支
の
概
況

一
般
会
計
歳
入
の
特
徴

〜
村
民
一
人
あ
た
り
の

納
め
た
村
税
は
７
２
、９
０
２
円
〜

一
般
会
計
歳
出
の
特
徴

〜
村
民
一
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
た

お
金
は
９
０
４
、
１
３
３
円
〜

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
２５
億
３
、
２

５
８
万
円
、
歳
出
２４
億
６
、
１
０
５
万
円

で
、
平
成
２２
年
度
決
算
と
比
較
し
て
、
歳
入

で
△
３７
・
１
％
、

歳
出
で
△
３６
・

８
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
歳
入
か

ら
歳
出
を
差
し

引
い
た
形
式
収

支
は
７
、
１
５

３
万
円
の
黒
字

と
な
り
、
こ
の

額
か
ら
平
成
２４

年
度
へ
繰
り
越

し
た
１
、
１
８

０
万
円
を
差
し

引
い
た
実
質
的

な
収
支
は
５
、

９
７
３
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

自
主
財
源
で
は
、
村
た
ば
こ
税
で
前
年
度

か
ら
２
９
４
万
円
（
６５
・
０
％
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
が
、
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
経
済
不
況
や
人

口
減
少
な
ど
に
よ
る
影
響
を
受
け
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

依
存
財
源
で
は
、
地
方
交
付
税
、
村
債
、

国
庫
支
出
金
は
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
地
方
交
付
税
は
前
年
度
か

ら
３
、
９
７
６
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
よ
り
９
億
２
、

４
７
６
万
円
の
減
少
と
な
り
、
歳
入
全
体
に

占
め
る
割
合
が
前
年
度
の
２６
・
７
％
か
ら

５
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
村

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
あ
っ
た
小
・
中
学

校
校
舎
等
新
築
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。
村
の
借
金
で
あ
る
村
債

で
は
、
村
道
馬
越
線
な
ど
の
道
路
整
備
事
業

や
宮
前
公
民
館
耐
震
事
業
、
村
づ
く
り
住
民

会
議
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
で
発
行
し
、

前
年
度
か
ら
３
億
９
２
２
万
円
減
少
し
ま
し

た
。村

の
歳
入
は
、
自
主
財
源
の
割
合
が
１８
・

９
％
と
低
く
、一
方
で
依
存
財
源
が
８１
・
１
％

と
な
っ
て
お
り
、
村
の
財
政
が
国
な
ど
の
施

策
に
大
き
く
依
存
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
や

す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

目
的
別
で
は
、
前
年
度
よ
り
議
会
費
、
民

生
費
、
商
工
費
、
消
防
費
、
諸
出
金
が
増
加

し
、
そ
の
他
の
項
目
は
減
少
し
ま
し
た
。
諸

支
出
金
は
、
全
体
の
１８
・
９
％
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
役
場
庁
舎
改
築
基
金
や
減
債
基
金

な
ど
に
合
計
４
億
６
、６
１
４
万
円
を
積
立

て
た
も
の
で
す
。ま
た
、
減
少
し
た
公
債
費

で
は
、
前
年
度
よ
り
１
億
１
、１
１
９
万
円

減
少
し
ま
し
た
が
全
体
の
１７
・
１
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
村
が
国
な
ど
か
ら
借
り

た
借
金
返
済
の
経
費
が
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、割
合
に
つ
い
て
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

性
質
別
で
は
、任
意
的
経
費
が
４９
・
４
％
、

義
務
的
経
費
が
３９
・
７
％
、
投
資
的
経
費
が

１０
・
９
％
と
そ
れ
ぞ
れ
を
占
め
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
扶
助
費

と
人
件
費
が
増
加
し
、
合
わ
せ
て
全
体
の

２２
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
義
務
的
経
費

に
つ
い
て
は
、
歳
出
全
体
に
対
す
る
割
合
が

低
い
ほ
ど
財
政
の
弾
力
性
が
確
保
さ
れ
る
の

で
、
今
後
の
村
の
財
政
運
営
で
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

実質収支

５，９７３万円

７，９５３万円

△１，９８０万円

△２４．９％

形式収支

７，１５３万円

１億３，２８３万円

△６，１３０万円

△４６．１％

歳 出

２４億６，１０５万円

３８億９，５４５万円

△１４億３，４４０万円

△３６．８％

歳 入

２５億３，２５８万円

４０億２，８２８万円

△１４億９，５７０万円

△３７．１％

年 度

平成２３年度

平成２２年度

増 加 額

増 加 率

◎村に納めた村民一人あたりの税金

一人あたり

２５，４４４円

４１，５０３円

３，２１４円

２，７４１円

７２，９０２円

【平成２４年３月３１日現在の人口（２，７２２人）で算出】

増加率

△２．０％

△５．１％

△０．１％

６５．０％

△２．２％

増加額

△１４１万円

△６０５万円

△１万円

２９４万円

△４５３万円

平成２２決算

７，０６７万円

１億１，９０２万円

８７６万円

４５２万円

２億２９７万円

平成２３決算

６，９２６万円

１億１，２９７万円

８７５万円

７４６万円

１億９，８４４万円

区 分

村 民 税

固定資産税

軽自動車税

村たばこ税

計

sanagochi2
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自主財源
18.9％

4億7,781万円

依存財源
81.1％

20億5,477万円

利子割交付金
0.0％101万円

地方譲与税
2.1％5,360万円

村税
7.8％
1億9,844万円

分担金及び負担金
0.1％354万円

使用料及び手数料
0.9％2,253万円
財産収入
0.6％1,524万円

寄附金
0.2％464万円
繰入金
3.4％8,598万円
繰越金
5.3％1億3,283万円
諸収入
0.6％1,461万円

配当割交付金
0.0％84万円

交通安全対策
特別交付金
0.0％65万円

国庫支出金
5.9％
1億5,011万円

地方交付税
58.5％
14億8,168万円

地方特例交付金
0.3％732万円

自動車取得交付金
0.4％930万円

地方消費税交付金
0.7％1,776万円

株式等譲渡所得
割交付金
0.1％157万円

県支出金
6.6％
1億6,650万円

村債
6.5％
1億6,443万円

投資的経費
10.9％
2億6,860万円

任意的経費
49.4％
12億1,428万円

義務的経費
39.7％
9億7,817万円

普通建設事業費
9.5％2億3,419万円
災害復旧事業費
1.4％3,441万円

物件費
9.3％2億2,788万円

維持補修費
0.7％1,733万円

補助費等
6.2％
1億5,339万円

積立金
19.0％
4億6,607万円

繰出金
14.2％
3億4,961万円

公債費
17.1％
4億2,125万円

扶助費
4.6％
1億1,299万円

人件費
18.0％
4億4,393万円

議会費
2.0％4,864万円

総務費
18.1％
4億4,599万円

民生費
13.1％
3億2,164万円

衛生費
5.7％
1億4,062万円
農林水産業費
9.6％2億3,754万円

商工費
1.4％3,495万円

諸支出金
18.9％
4億6,614万円

公債費
17.1％
4億2,125万円

災害復旧費
1.4％
3,366万円

教育費
5.6％
1億3,707万円

土木費
6.0％1億4,760万円

消防費
1.1％2,595万円

�村税
私たちが納めた村民税や固定資産税、軽自動車税、たばこ税

�繰入金
使うお金が財源よりも不足している場合に、積み立てた基金などから一般会計に繰
り入れるお金

�繰越金
前年度決算の剰余金を翌年度に繰り越して使用するお金

�その他の自主財源
分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金などのお金

�地方交付税
地方自治体間の財政の不均衡を調整し、一定の行政サービスができるよう国から交
付されるお金

�国庫支出金
国の補助事業に対する国からのお金（これに県や村のお金を合わせて各種事業が行
われます）

�県支出金
県の補助事業に対する県からのお金（これに村のお金を合わせて各種事業が行われ
ます）

�その他の依存財源
地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、自動車取得交付金、地方特例交付
金などのお金

�村債
村が各種事業を行うために国などから借り入れたお金

�投資的経費 道路や学校など、社会資本の整備に要するもので、投資効果が長期にわたって継続する経費
�任意的経費 村が裁量によって任意に支出することができる経費
�義務的経費 支出することが制度的に義務付けられている経費
�普通建設事業費 道路・橋りょう・学校などの公共用または公共施設の建設に必要な経費
�災害復旧事業費 災害により被災した施設を復旧するための経費
�物件費 需用費・役務費・委託料などの消費的性質を持つ経費
�維持補修費 道路・公共施設などを修繕するための経費
�補助費等 各種団体への助成金や一部事務組合への負担金などの経費
�積立金 財政運営を計画的に行うためにお金を積み当てる経費
�繰出金 一般会計と特別会計の間で、相互に資金運用するための経費
�公債費 村が国などから借りた借金返済の経費
�扶助費 高齢者・児童・障がい者などに対して行っている様々な支援に要する経費
�人件費 特別職・議員の報酬や職員の給与などの経費

土 木 費

５４，２２５円

消 防 費

９，５３３円

農林水産業費

８７，２６７円

災害復旧費

１２，３６６円

民 生 費

１１８，１６３円

商 工 費

１２，８４０円

公 債 費

１５４，７５８円

議 会 費

１７，８６９円

総 務 費

１６３，８４６円

教 育 費

５０，３５６円

諸支出費

１７１，２４９円

衛 生 費

５１，６６１円

実質収支

４９８万円

１１０万円

６８万円

６５７万円

３８万円

形式収支

４９８万円

１１０万円

６８万円

６５７万円

３８万円

歳出決算額

４億１，３２６万円

９，３７９万円

２億１，７３８万円

３億５，０７８万円

３，１９９万円

歳入決算額

４億１，８２４万円

９，４８９万円

２億１，８０６万円

３億５，７３５万円

３，２３７万円

会 計 名

国民健康保険事業

簡易水道

農業集落排水事業

介護保険事業

後期高齢者医療

歳入 ２５億３，２５８万円

歳出 ２４億６，１０５万円

� 性質別歳出の状況

◎村民一人あたりに使われたお金

【平成２４年３月３１日現在の人口（２，７２２人）で算出】

◆平成２３年度特別会計決算

特別会計は、特定の事業に
ともなう保険料や使用料など
によってその事業を行うため
の会計で、お金の流れをわか
りやすくするために一般会計
と区別しています。

� 目的別歳出の状況

sanagochi 3



財政健全化法とは…
平成２０年度より施行され、自治体の財政破たんを未然に防ぐため、国が財政状況をより詳しく把握し、悪化した

団体に対して早期に健全化を促すための法律です。従来の再建法制が、病気になるまで放っておいて病気とわかっ
てから服薬や手術をするものだとすると、この財政健全化法は、生活習慣を心がけるとともに定期の健康診断を行
うなど、「予防」・「注意喚起」の段階が加わり、重大な病気になる前に対処するものだといえます。

財政の健全度を判断するには…
下図のとおり�実質赤字比率�連結実質赤字比率�実質公債費比率�将来負担比率�資金不足比率の数値などで
判断します。なお�～�の数値については、標準財政規模（地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模を示
す指標のひとつ。村の財布の大きさを示すものといえ、平成２３年度は１，７１１，３２２千円）の数値を基礎としながら算
出されます。

再生段階

２０．００％～

３０．００％～

３５．００％～

財政再生基準

早期健全化段階

１５．００％～

２０．００％～

２５．００％～

３５０％～

２０％～

早期健全化基準

経営健全化基準

０％

◎

◎

◎

◎

◎

※実質赤字額または連結実質赤字額がない場合、
実質公債費比率または将来負担比率が算定され
ない場合、及び資金不足額がない場合には「－」
と記載されます。

佐那河内村
の数値

－％

－％

１４．８％

－％

－％

�実質赤字比率

�連結実質赤字比率

�実質公債費比率

�将来負担比率

�資金不足比率

《早期健全化基準》
財政悪化の状態が「イエローカード」。破たん防止の措置であり、自治体は自主的に財政再建に取り組
む。この基準を越えると、一般的な事業等は制約され、財政健全化計画を策定し、議会の議決を受け公表
し、計画の実施状況も公表しなければならない。また外部より監査を受けなければならない。

《経営健全化基準》
資金不足比率において早期健全化基準に相当するもの。

《財政再生基準》
財政悪化の状態が「レッドカード」、国の管理のもとで財政再建に取り組む。
この基準を越えると、早期健全化よりも厳しく一般的な事業等は出来なくなり、財政再生のみを目標と
した自治体となる。

� 実質赤字比率とは…
普通会計（村では一般会計のこと）の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示す比率です。村の平成２３
年度決算における算定結果は、実質収支額が５９，７３０千円の黒字（標準財政規模に占める割合は３．４９％の黒字）と
なっており、実質赤字比率は－％となります。

４４指指標標及及びび資資金金不不足足比比率率ににつついいてて

項目別の解説

財政悪化
（経営悪化）

レッドカードイエローカード

健全財政
（健全経営）
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◎今後の財政運営にむけて…

以上５つの項目のうち�～�の指標により、村の財政が健全化であるかどうかをチェックしました
が、どの項目もイエローカードである早期健全化基準に満たないことがわかりました。また�の指標に
よる各公営企業も経営健全化基準に満たない状況がわかりました。なお、実質公債費比率は、１４．８％と
高位にあることからピーク時（平成２０年度の３か年平均）の２３．２％を越えないよう、今後も将来的な地
方交付税の減少を見据え、自主財源の確保と事務事業の見直しなどにより財政の健全化が必要です。

� 連結実質赤字比率とは…
全会計（村では一般会計・国民健康保険事業特別会計・簡易水道特別会計・農業集落排水事業特別会計・介護
保険事業特別会計・後期高齢者医療特別会計の６つの会計）の赤字や黒字を合算し、自治体としての赤字の程度
を指標化し、財政運営の深刻度を示す比率です。
村の平成２３年度決算における６つの会計の実質収支額の算定結果は、７３，４３８千円（標準財政規模に占める割合
は、４．２９％の黒字）となり、連結実質赤字比率は－％となります。

� 実質公債費比率とは…
実質公債費比率が高い
※家庭に例えると家計に占める
ローン返済の割合が高い。

財政の硬直化
※自由に使えるお金が少ない。

自治体の「財布」から「借金返済」にどれだけ充てられてい
るかを示す比率です。村の算定結果は、平成２１年度が１６．２％、
平成２２年度が１４．５％、平成２３年度が１３．７％となっており、３か
年の平均値は１４．８％となります。

� 将来負担比率とは…
一般会計の借金や、将来支払っていく可能性のある負担金などの現時点での残高の程度を指標化し、将来財政
を圧迫する可能性が高いかどうかを示す比率です。

村の平成２３年度決算における算定結果は

将来負担するもの…５，０６４，９２４千円
・地方債（村の借金）の返済
・現時点での全職員が退職したと仮定した場合
の退職手当負担見込みなど

軽減されるもの…７，００９，３０６千円
・基金（村の貯金）
・借金の返済に対する国からの交付見込額

将来負担比率
の算定式 ×１００＝－％※

※分子が△になるため
－％となる。

� 資金不足比率とは…
各公営企業（村では簡易水道特別会計と農業集落排水事業特別会計の２つの会計）の資金不足を、公営企業の
事業規模である料金収入と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示す比率です。平成２３年度決算において各公
営企業とも赤字が無い状態であり、資金不足比率は－％となります。

（軽減されるもの）
７，００９，３０６千円
４６７，２１３千円

（平成２３年度分の国からの
借金に対する交付額）

－

－

（将来負担するもの）
５，０６４，９２４千円
１，７１１，３２２千円
（標準財政規模）

平成２３年度決算 財財政政健健全全化化法法にに基基づづくく
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第３回９月定例会

平
成
２４
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日
開
会
さ
れ
、
決
算

認
定
案
件
７
件
、
補
正
予
算
案
件
５
件
、
条
例
案
件
１
件
、
単

行
案
件
１
件
、
報
告
案
件
１
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
の
併
せ

て
１６
件
の
審
議
を
行
い
、
決
算
認
定
案
件
１
件
以
外
は
、
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
し
９
月
１４
日
閉
会
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

佐
那
河
内
村
長

原

仁

志

現
在
の
取
り
組
み
状
況
報
告

第
１
点
目
、
救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て

７
月
に
担
当
課
長
等
が
徳
島
市
消
防
局
等
に
出
向

き
、
本
村
か
ら
依
頼
し
て
い
る
件
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
な
か

な
か
進
展
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
も
徳

島
県
の
協
力
等
を
求
め
、
救
急
搬
送
体
制
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
き
、
村
民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

第
２
点
目
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
に
つ
い
て

本
年
度
も
試
行
的
に
タ
ク
シ
ー
券
の
使
用
を
行
っ

て
い
る
が
、
利
用
で
き
る
対
象
者
が
限
定
さ
れ
て
お

り
、
よ
り
広
い
高
齢
者
等
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
村
づ
く
り
住
民
会
議

の
議
論
か
ら
は
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
過
疎

地
有
償
運
送
と
の
結
論
が
出
て
お
り
、
現
在
庁
内
で

検
討
中
で
あ
る
。

第
３
点
目
、
農
業
振
興
に
つ
い
て

鳥
獣
害
対
策
と
し
て
、
現
在
は
神
山
町
と
協
議
会

を
設
立
し
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
防
護

ネ
ッ
ト
の
整
備
等
を
し
た
が
、
本
議
会
の
補
正
予
算

に
お
い
て
も
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
金
の
補
正
予
算
を

計
上
し
た
。
さ
ら
に
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

本
年
度
か
ら
国
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
に
つ
い
て
は
、
去
る
７
月

１
日
よ
り
徳
島
市
の
繊
維
団
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る

日
曜
市
に
、「
毎
月
第
１
日
曜
日
は
本
村
の
農
産
物

を
Ｐ
Ｒ
販
売
す
る
佐
那
河
内
デ
ー
」
と
し
て
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
出
張
販
売
の
目
的
は
、
繊
維
団
地
の

日
曜
市
を
通
じ
て
本
村
へ
の
交
流
人
口
の
増
加
を
目

的
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
村
外
か
ら
多

く
の
人
に
村
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
本
村
の
活
性
化

に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
進
め
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

ま
た
、
本
村
の
農
業
の
基
幹
作
物
は
ス
ダ
チ
で
あ

る
。
本
年
で
４
年
目
と
な
る
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
の

連
携
に
よ
る
ス
ダ
チ
の
販
売
促
進
事
業
で
は
、
去
る

９
月
１
日
に
東
京
都
足
立
区
に
お
い
て
実
施
し
た
。

今
後
も
全
農
徳
島
県
本
部
、
Ｊ
Ａ
徳
島
市
あ
る
い
は

生
産
農
家
の
皆
様
と
の
全
面
的
な
協
力
を
築
い
て
い

き
、
ス
ダ
チ
の
消
費
宣
伝
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
さ

ら
に
、
９
月
１４
日
か
ら
は
徳
島
市
の
阿
波
お
ど
り
会

館
に
て
、
佐
那
河
内
村
出
張
産
直
市
を
月
末
の
３０
日

ま
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
村
で
生
産
さ
れ

て
い
る
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
の
販
売
を
行
う
予
定
。

本
年
度
か
ら
国
の
事
業
と
し
て
新
し
く
始
ま
っ
て

い
る
青
年
就
農
給
付
金
事
業
に
つ
い
て
も
、
本
議
会

で
対
応
し
た
く
予
算
計
上
し
た
。
こ
の
制
度
を
有
効

活
用
し
て
本
村
で
の
新
規
就
農
者
の
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

本
村
で
農
業
が
継
続
さ
れ
る
た
め
の
支
援
策
と
し

て
、
旧
府
能
水
力
発
電
所
施
設
跡
を
再
び
整
備
す
る

こ
と
、
あ
る
い
は
大
川
原
高
原
で
の
風
力
発
電
、
村

公
共
施
設
で
の
太
陽
光
発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
設
備
に
つ
い
て
検
討
し
、
農
業
振
興
や
山

林
の
多
目
的
機
能
の
向
上
の
た
め
、
６
月
議
会
で
議

決
い
た
だ
い
て
い
る
農
山
漁
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
モ
デ
ル
早
期
確
立
事
業
協
議
会
を
近
く
設
置

し
、
検
討
を
始
め
て
い
く
こ
と
す
る
。

徳
島
市
に
近
い
中
山
間
地
域
で
あ
る
が
、
農
業
を

し
っ
か
り
支
援
を
し
、
本
村
で
末
永
く
農
業
が
営
ま

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

農
業
関
係
で
は
最
後
に
な
る
が
、
昨
年
度
か
ら
徳

島
県
の
新
し
い
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
民
有

林
の
公
有
化
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
と
の
用
地
の
交

渉
あ
る
い
は
現
地
で
の
確
認
を
進
め
て
い
る
。
一
日

も
早
い
公
有
化
に
取
り
組
み
、
上
地
区
で
の
水
道
水

の
水
源
と
な
る
山
林
の
確
保
、
あ
る
い
は
水
の
保

全
、
森
林
の
多
目
的
機
能
の
増
進
を
目
的
と
し
て
、

民
有
林
の
村
有
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て

１
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

本
村
の
情
報
発
信
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
、
よ

り
見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
年
度
末
に
は
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
国

に
発
信
し
、
皆
様
に
も
ご
ら
ん
い
た
だ
け
る
予
定
。

２
、
防
災
関
係
に
つ
い
て

去
る
９
月
２
日
に
実
施
し
た
佐
那
河
内
村
総
合
防

災
訓
練
で
は
、
７
０
０
人
近
い
村
民
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

う
し
た
訓
練
に
よ
り
、
本
村
に
襲
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
災
害
時
の
防
災
・
減
災
に
備
え
た
い
。

去
る
７
月
２３
日
に
開
催
さ
れ
た
徳
島
県
消
防
操
法

競
技
大
会
で
は
、
本
村
消
防
団
の
第
３
分
団
が
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
第
６
位
の
入
賞
を
果
た
し
た
。
ま
こ

と
に
心
強
い
ば
か
り
で
あ
り
、
消
防
団
員
の
日
ご
ろ

の
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
村
の
防
災
拠
点
施
設
で
あ
る
役
場
庁
舎
は
、
防

災
拠
点
と
し
て
の
耐
震
性
に
劣
っ
て
お
り
、
近
年
中

に
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
や
台
風
へ
の
対
応
か
ら
も
防
災
拠
点
と
し
て

の
あ
り
方
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
年
度
内
に

は
耐
震
強
度
や
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
か
判
明
す

る
予
定
で
あ
る
。

村
が
指
定
し
て
い
る
災
害
時
避
難
所
で
あ
る
保
健

セ
ン
タ
ー
の
耐
震
工
事
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
の
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
現
在
詳
細
な
設
計
を
進
め
て

い
る
。

３
、
国
道
４
３
８
号
の
こ
と
に
つ
い
て

一
ノ
瀬
地
区
の
改
良
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
徳

島
県
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
村
議
会
議
員
の
皆

様
に
い
た
だ
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
９
月
中

に
地
元
関
係
者
へ
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る
見
通
し

と
な
っ
た
。
今
後
は
用
地
関
係
者
と
の
協
議
を
進

め
、
一
日
も
早
い
着
工
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
。

４
、
主
要
地
方
道

小
松
島
・
佐
那
河
内
線
に
つ
い
て

寺
谷
地
区
で
の
未
改
良
区
間
の
整
備
促
進
、
あ
る

い
は
徳
島
市
に
協
力
依
頼
を
し
、
徳
島
市
大
久
保
峠

付
近
の
改
良
促
進
を
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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５
、
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
に

つ
い
て

去
る
７
月
２０
日
に
徳
島
市
、小
松
島
市
、勝
浦
町
、

石
井
町
、
松
茂
町
、
北
島
町
と
本
村
の
７
市
町
村
で

広
域
整
備
に
か
か
る
た
め
の
徳
島
東
部
地
域
環
境
施

設
整
備
推
進
協
議
会
が
設
け
ら
れ
た
。
今
後
は
、
基

本
計
画
の
策
定
を
通
じ
て
、
事
業
化
へ
の
取
り
組

み
、
参
加
自
治
体
の
取
り
ま
と
め
な
ど
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
、
将
来
の
人
口
、

ご
み
の
量
、
焼
却
方
式
な
ど
の
基
礎
的
な
調
査
を
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

６
、
税
収
等
の
こ
と
に
つ
い
て

平
成
２４
年
度
の
税
金
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
収

納
に
つ
い
て
は
、
既
に
調
定
も
終
わ
り
、
納
付
書
も

納
税
者
の
皆
様
に
送
付
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
固

定
資
産
税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
調
定
額
の
減
額
が

大
き
く
、
当
初
予
算
に
見
込
ん
で
い
た
額
を
大
き
く

割
り
込
む
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
村
民

を
取
り
巻
く
状
況
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ

と
の
あ
ら
わ
れ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
税
収
及
び

国
民
健
康
保
険
税
等
の
確
保
を
図
り
、
徴
収
率
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
特
に
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
に
お
い
て
は
、
こ
こ
数
年
、
医
療
費
の
増
大

が
甚
だ
し
く
、
会
計
の
厳
し
さ
が
一
段
と
進
ん
で
い

る
。
一
層
の
健
康
増
進
も
あ
わ
せ
て
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
も
、
今
後
も
厳
し
い
財

政
見
通
し
に
変
わ
り
は
な
く
、
一
層
の
経
費
削
減
に

努
力
し
、
健
全
な
財
政
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。過

疎
法
を
活
用
し
た
村
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
本

定
例
会
で
も
、
過
疎
法
の
ソ
フ
ト
事
業
を
よ
り
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
過
疎
地
域
自
立
計
画
の
一
部
を

見
直
し
、
法
律
の
趣
旨
に
則
っ
た
事
業
促
進
に
努

め
、
事
業
の
成
果
を
上
げ
た
い
。

水
道
、
農
業
集
落
排
水
施
設
の
適
正
な
維
持
管

理
、
健
全
財
政
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
も
今
後
努
力

し
た
い
。

小
中
学
校
で
の
学
校
教
育
の
効
果
の
向
上
や
子
育

て
支
援
、
健
康
増
進
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
等
が
本

村
に
求
め
ら
れ
て
い
る
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

来
る
１１
月
に
は
本
県
で
２
回
目
と
な
る
国
民
文
化

祭
が
本
村
で
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
、

担
当
部
署
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
村
民
の
皆
様
も

来
場
を
頂
き
た
い
。

な
お
、
農
業
６
次
産
業
化
事
業
に
つ
い
て
及
び
一

般
廃
棄
物
収
集
に
関
わ
る
有
価
物
の
代
金
着
服
に
つ

い
て
、
村
議
会
議
員
の
皆
様
、
村
民
の
皆
様
に
多
大

な
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
を
、

こ
の
場
を
か
り
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

決
算
認
定
案
件

議
案
第
３９
号
（
認
定
第
１
号
）

平
成
２３
年
度
佐

那
河
内
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

議
案
第
４０
号
（
認
定
第
２
号
）

平
成
２３
年
度
佐

那
河
内
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

議
案
第
４１
号
（
認
定
第
３
号
）

平
成
２３
年
度
佐

那
河
内
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

議
案
第
４２
号
（
認
定
第
４
号
）

平
成
２３
年
度
佐

那
河
内
村
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

議
案
第
４３
号
（
認
定
第
５
号
）

平
成
２３
年
度
佐

那
河
内
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定議

案
第
４４
号
（
認
定
第
６
号
）

平
成
２３
年
度
佐

那
河
内
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

補
正
予
算

議
案
第
４５
号

平
成
２４
年
度
佐
那
河
内
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
３
、８
５
６
万
２
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２１
億

６
、２
６
０
万
４
千
円
と
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
で

追
加
配
当
に
よ
り
１
億
２
、７
７
２
万
１
千
円
の
増

額
、
国
庫
支
出
金
で
理
科
教
育
等
設
備
整
備
費
、
衆

議
院
議
員
総
選
挙
執
行
委
託
金
な
ど
で
３
４
４
万
９

千
円
の
増
額
、
県
支
出
金
で
は
青
年
就
農
給
付
金
事

業
、
県
単
治
山
復
旧
事
業
補
助
金
な
ど
で
７
８
５
万

円
の
増
額
、
地
方
交
付
税
の
増
額
に
よ
り
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
１
億
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

歳
出
に
つ
い
て
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
の
一
般

管
理
費
で
は
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
で

１
、０
８
２
万
円
の
増
額
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費
用

と
し
て
３
４
９
万
５
千
円
の
増
額
な
ど
総
務
費
全
体

で
１
、４
３
７
万
円
の
増
額
、
農
林
水
産
業
費
で
は

青
年
就
農
給
付
金
と
し
て
６
７
５
万
円
の
増
額
、
治

山
復
旧
事
業
の
工
事
費
と
し
て
２
０
５
万
円
の
増

額
、
鳥
獣
害
捕
獲
報
償
金
と
し
て
１
６
４
万
円
の
増

額
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の

減
額
が
１
５
６
万
９
千
円
な
ど
合
わ
せ
て

１
、０
１
４
万
９
千
円
の
増
額
な
ど
を
計
上
し
た
。

議
案
第
４６
号

平
成
２４
年
度
佐
那
河
内
村
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
８
５
７
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
億
２
、１
５
８
万

６
千
円
と
し
た
。
主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
国
民
健

康
保
険
税
が
７
４
４
万
円
の
減
額
、
国
庫
支
出
金
と

し
て
１
８
０
万
円
の
増
額
、
繰
入
金
で
は
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
１
、３
３
８
万
２
千
円
の

増
額
な
ど
、
歳
出
で
は
保
険
給
付
費
が
５
０
０
万

円
、
償
還
金
が
３
４
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

議
案
第
４７
号

平
成
２４
年
度
佐
那
河
内
村
簡
易
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
４８
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
９
、４
３
３
万
円
と
し
た
。

主
な
内
容
は
、
施
設
管
理
の
機
械
器
具
費
な
ど
の
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
４８
号

平
成
２４
年
度
佐
那
河
内
村
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ

い
て歳

入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
４１
万
１
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
億
９
、４
３
７
万

９
千
円
と
し
た
。
主
な
内
容
は
、
施
設
管
理
費
の
技

術
点
検
委
託
料
の
減
額
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
４９
号

平
成
２４
年
度
佐
那
河
内
村
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
１７
万
円
を
増
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
億
７
、０
０
８
万
円
と
し

た
。
主
な
内
容
は
、
一
般
管
理
費
の
市
町
村
職
員
共

済
組
合
負
担
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
。

条
例
案
件

議
案
第
５０
号

佐
那
河
内
村
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び

に
対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

単
行
案
件

議
案
第
５１
号

佐
那
河
内
村
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

一
昨
年
４
月
に
制
度
延
長
さ
れ
て
お
り
ま
す
過
疎

地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
本
村
で
の
取
り
組
み

の
事
業
内
容
の
計
画
を
一
部
変
更
す
る
も
の
。
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一

般

質

問

報

告

報
告
第
２
号

平
成
２３
年
度
佐
那
河
内
村
財
政
健

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

第
３
条
第
１
項
及
び
第
２２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
２３
年
度
佐
那
河
内
村
財
政
健
全
化
判
断
比

率
及
び
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
を
監
査
委
員
の

意
見
を
付
し
て
ご
報
告
す
る
も
の
。

議
員
提
出
議
案

発
議
第
３
号
、
緊
急
事
態
基
本
法
の
早
期
制
定
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

国
に
、
今
後
想
定
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
備

え
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、「
緊
急
事

態
基
本
法
」
を
早
急
に
制
定
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請

す
る
よ
う
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規
定
に
よ
り
、

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

動
議
提
出

議
案
第
３９
号
に
つ
い
て
は
８
人
の
委
員
で
構
成
す

る
決
算
審
査
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
に

付
託
し
て
、
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
。

瀧

倉

俊

晴
議
員

質
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
�
認
知
症
な
ど
介
護
が

必
要
な
在
宅
老
人
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

対
象
者
は
ど
の
く
ら
い
い
ま
す
か
。
�
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
が
必
要
で
な
い
か
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
市
町
村
が
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
ど
の
よ
う
な
手
順
で
設
置
す
る
の
か
。

答
�
現
在
、
村
内
で
は
４０
人
が
認
知
症
で
な
い
か

と
い
う
報
告
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
へ
の
訪

問
や
調
査
で
わ
か
っ
て
い
る
。
ご
家
族
と
一
緒
に
同

居
さ
れ
て
い
る
人
が
２９
人
、
お
ひ
と
り
で
生
活
さ
れ

て
い
る
人
が
１１
人
で
あ
る
。
認
知
症
の
こ
う
し
た
対

策
に
つ
い
て
は
、
在
宅
で
の
介
護
を
基
本
と
し
て
い

る
が
、
痴
呆
性
の
老
人
の
著
し
い
問
題
行
動
や
精
神

症
状
を
伴
う
場
合
に
は
、
家
族
の
介
護
努
力
に
も
限

界
が
く
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い

て
は
、
施
設
対
策
も
あ
わ
せ
て
推
進
す
る
政
策
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
�
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を

設
け
る
、
事
業
内
容
の
要
綱
を
定
め
公
募
に
よ
り
募

集
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
手
順
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
建
築
に
つ
い
て
も
基
準
が
あ
り
、
そ
の
施
設
の

人
員
の
基
準
、
介
護
職
員
の
配
置
基
準
、
常
勤
の
管

理
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
介
護
計
画
作
成
の
担

当
者
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
の
人
数
、
寝
起
き
す
る
居
室
の

広
さ
、
立
地
基
準
、
市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に

か
か
っ
て
い
る
法
律
の
こ
と
、
ま
た
は
運
営
基
準
、

あ
る
い
は
建
築
の
費
用
等
の
、
施
設
に
つ
い
て
の
細

か
な
要
綱
等
の
定
め
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
今
後

さ
ら
に
議
会
と
の
議
論
を
深
め
て
、
そ
の
必
要
性
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

松

長

英

視
議
員

質
ゴ
ミ
処
理
に
関
連
し
て
�
東
部
１
ブ
ロ
ッ
ク
ゴ

ミ
処
理
施
設
広
域
整
備
協
議
会
か
ら
東
部
地
域

環
境
施
設
協
議
会
へ
移
っ
た
が
、
上
勝
・
神
山
町
が

ぬ
け
た
理
由
は
何
か
。
�
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合

が
動
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
か
。
�
こ
の
ま
ま
進
め
て
村
が
長
年
積

み
重
ね
て
き
た
分
別
収
集
の
努
力
が
消
え
て
し
ま
う

こ
と
は
な
い
か
。

答
�
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

が
あ
る
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
っ
き
り
し
た

こ
と
は
申
し
か
ね
る
が
、
上
勝
町
は
平
成
１５
年
９
月

に
ご
み
ゼ
ロ
・
ウ
エ
イ
ス
ト
を
宣
言
し
て
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
埋
め
立
て
、
焼
却
に
よ
る
処
理

を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
目
標
を
設
定
し
て
い
る
た
め
で

な
い
か
。
神
山
町
に
つ
い
て
は
現
在
民
間
委
託
し
て

い
る
が
、
そ
の
契
約
を
継
続
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ

る
。そ
う
し
た
こ
と
が
理
由
で
な
い
か
。�
負
担
金
、

事
業
経
費
が
多
く
要
る
の
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
始
ま
る

協
議
会
の
中
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
く
。
�
広

域
で
施
設
整
備
が
と
り
行
わ
れ
て
も
、
本
村
が
取
り

組
ん
で
き
た
分
別
収
集
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

質
９
月
２
日
に
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
に
つ
い
て
�

村
の
防
災
計
画
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
位
置

づ
け
で
行
わ
れ
た
の
か
。
�
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
か
。
参
加
者
地
域
差
は
な
か

っ
た
か
。
�
訓
練
の
成
果
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
。答

�
地
域
防
災
計
画
の
中
に
は
、「
災
害
発
生
時

に
お
け
る
迅
速
か
つ
的
確
な
防
災
活
動
を
行
う

た
め
に
は
、日
ご
ろ
か
ら
の
訓
練
が
重
要
で
あ
る
。」

と
い
う
項
目
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
村
と
し
て
も
９

月
１
日
の
防
災
の
日
に
関
連
し
た
訓
練
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
村
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
�
今
回
の

訓
練
は
、
初
め
て
村
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
一
斉

に
動
く
訓
練
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

も
挙
が
っ
て
き
て
い
る
。
１
点
目
、
家
屋
の
全
半
壊

が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
状
況
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る

と
い
う
も
と
で
は
、
す
べ
て
の
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
さ

れ
た
こ
と
も
想
定
し
た
訓
練
が
今
後
必
要
で
な
い

か
。
２
点
目
、
大
震
災
が
発
生
し
た
場
合
、
集
会
所

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
心

配
。
３
点
目
、
通
信
あ
る
い
は
手
段
の
確
保
と
そ
の

運
用
に
つ
い
て
。
４
点
目
、
救
援
物
資
の
確
保
。
と

い
う
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
き
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
間
の
格
差
に
つ
い
て
は
、
参
加
の
多
か
っ

た
と
こ
ろ
は
高
樋
常
会
が
９３
・
８
％
、
み
ま
つ
南
常

会
が
１
０
０
％
、
谷
常
会
が
１
０
０
％
の
参
加
で
あ

っ
た
。
４
割
未
満
の
参
加
者
の
集
落
も
１０
集
落
ほ
ど

あ
り
、
常
会
等
で
の
周
知
の
徹
底
の
仕
方
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
参
加
者
に
大
き
な
差
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
常
会
や
、
自
主
防
災
組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て

い
て
も
そ
の
目
的
等
が
住
民
に
し
っ
か
り
定
着
し
て

い
な
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
村
と
し
て
も
、
継
続
的
に
自
主
防
災
組
織
を

活
性
化
す
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
さ
ら
に
必
要

で
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
�
今
回
の
反
省
点
を
確

実
に
改
善
す
る
こ
と
が
、
防
災
・
減
災
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
村
民
が
実
際
に
動
か

れ
て
、
付
近
の
避
難
所
を
知
っ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
、
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
の
成
果

で
な
い
か
。
今
後
は
よ
り
細
か
い
被
害
を
想
定
し
、

よ
り
現
実
に
即
し
た
内
容
の
訓
練
と
自
主
防
災
組
織

の
活
動
強
化
に
も
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
６
月
の
一
般
質
問
に
関
連
し
て
�
２３
年
度
の
未

収
金
が
増
加
し
て
い
る
の
を
ど
う
捕
ら
え
て
い

る
か
。
貧
困
化
が
進
ん
で
い
る
心
配
は
な
い
の
か
。

答
�
村
全
体
の
総
所
得
を
少
し
比
較
す
る
と
、
給

与
所
得
と
農
業
所
得
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
村
民
の
生
活
実
態
は
、
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
１
つ
の
見
方
と
し
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
農
業
振

興
等
を
含
め
所
得
の
向
上
を
図
り
、
職
員
が
力
を
結

束
し
て
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
６
次
産
業
化
に
関
連
し
て
�
議
会
と
村
と
で
は

見
解
の
相
違
が
あ
り
ま
す
が
、
村
長
と
し
て
村

民
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
急
ぐ
必
要
が
あ
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る
の
で
は
な
い
か
。
�
村
は
こ
の
事
業
を
中
止
し
た

と
し
て
い
ま
す
が
、
冷
凍
庫
を
は
じ
め
リ
ー
ス
関
係

で
の
つ
な
が
り
も
断
ち
切
っ
て
完
全
に
つ
な
が
り
を

無
く
す
べ
き
で
す
。
村
長
の
考
え
を
正
し
た
い
。

答
�
村
議
会
の
特
別
委
員
会
に
よ
る
調
査
結
果
、

審
議
の
行
方
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
、
議
会
議
員

と
も
相
談
し
て
い
き
た
い
。
�
平
成
２４
年
度
の
事
業

に
係
る
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
引
き
継

が
れ
る
人
に
契
約
の
内
容
を
変
更
し
全
て
終
了
し
て

い
る
。
ご
指
摘
の
あ
っ
た
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

も
、
今
後
、
議
会
の
特
別
委
員
会
の
協
議
を
進
め
な

が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。

大

岩

和

久
議
員

質
朝
礼
に
つ
い
て
�
再
度
確
認
い
た
し
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
朝
礼
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
�
結
果
ど
の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す

か
。
�
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
い
ま
す
が
、
村

長
は
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す

か
。
�
６
月
定
例
会
で
、
今
し
ば
ら
く
実
施
し
た
い

と
い
う
答
弁
が
複
数
回
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら

早
３
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
い
つ
や
め
ら
れ
ま
す
か
。

答
�
職
員
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
を
正
し
て
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
し
、
公
僕
と
し
て
の
仕

事
の
あ
り
方
等
を
意
思
統
一
し
て
い
く
た
め
に
や
っ

て
い
る
も
の
。
�
机
の
上
の
書
類
は
退
庁
時
に
は
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
夏
場
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
服
装

も
、
一
定
の
節
度
が
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
本
年
夏
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
電
力
の
節
電
に

つ
い
て
は
、
朝
の
朝
礼
で
職
員
に
節
電
協
力
依
頼
等

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
一
定
の
条
件
に
な
っ
て

か
ら
ク
ー
ラ
ー
を
入
れ
る
な
ど
職
員
の
協
力
を
得
ら

れ
る
上
で
、
朝
礼
は
効
果
が
あ
っ
た
。
�
朝
礼
時
に

は
玄
関
に
職
員
が
立
ち
、
来
庁
者
の
対
応
を
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
大
き
な
サ
ー
ビ
ス
低
下
は

な
い
。
朝
礼
時
間
で
あ
っ
て
も
電
話
等
の
対
応
も
行

っ
て
い
る
。
�
朝
礼
は
今
し
ば
ら
く
実
施
し
た
い
。

質
情
報
の
共
有
、
住
民
参
加
及
び
村
の
事
業
に
つ

い
て
�
村
長
の
よ
く
言
わ
れ
る
「
情
報
の
共

有
」
は
現
在
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実
現
し

よ
う
と
目
指
し
て
い
ま
す
か
。
�
村
長
の
言
わ
れ
る

「
住
民
参
加
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
�
農
業
６
次
産
業

化
事
業
の
こ
と
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
６
月

定
例
会
で
、「
な
く
な
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ

ん
。」
と
は
っ
き
り
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
な
く
な

っ
た
今
、
ど
の
よ
う
な
問
題
、
課
題
が
残
り
ま
し
た

か
。
�
農
業
６
次
産
業
化
事
業
を
中
止
し
た
未
執
行

の
予
算
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
�
農
業
６
次
産
業
化
事
業
の
現
在
ま
で
の
経

過
、
概
要
、
事
実
認
定
な
ど
の
公
表
、
説
明
に
つ
い

て
は
村
民
に
対
し
て
当
然
村
も
す
べ
き
で
す
。
村
民

も
事
実
の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
い
つ

ご
ろ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
考
え
て
お
ら
れ
る
か
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
�
今
後
も
さ
ら
に
議
員
、
村
民
と
の
情
報
が
と

も
に
分
か
ち
合
え
る
よ
う
、
さ
ら
に
情
報
の
共

有
は
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
�
住
民

と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
て
、

住
民
の
意
見
を
行
政
に
反
映
す
る
こ
と
が
大
切
で
な

い
か
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
�
現
時
点
で

の
問
題
は
、
初
期
段
階
で
の
慎
重
な
対
応
や
事
業
周

知
等
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
庁
内
で
の
検
討
や
住
民

へ
の
周
知
協
力
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い

る
。
�
こ
の
定
住
自
立
圏
連
携
事
業
の
事
務
局
は
徳

島
市
で
あ
る
。
徳
島
市
の
担
当
部
局
と
相
談
し
な
が

ら
、
ほ
か
の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
本
村
に
配
当
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
予
算
を
執
行
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
�
議
会
の
特
別
委
員
会
の
調
査
結
果
等
が

ま
だ
完
全
に
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
議
会
と
相
談

し
な
が
ら
行
い
た
い
。岡

本

隆

次
議
員

質
水
源
の
里
に
つ
い
て
�
府
能
山
の
買
い
上
げ
状

況
に
つ
い
て
。
�
買
い
上
げ
た
後
の
処
理
に
つ

い
て
、
ど
の
様
に
す
る
の
か
。

答
�
地
権
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
１９
人
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
７
割
弱
、
１３
人
に
同
意
を
得
て
い

て
、
今
後
、
詳
細
な
現
地
調
査
に
つ
い
て
同
意
を
し

て
い
た
だ
い
た
地
権
者
と
売
買
契
約
を
で
き
る
よ
う

進
め
ま
す
。
�
購
入
後
の
管
理
に
つ
い
て
は
村
が
管

理
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
除
伐
・
間
伐
を
、
現
状
の
植
栽
本
数
か
ら
約
３０

％
程
度
の
間
伐
を
実
施
し
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

１
、０
０
０
本
程
度
の
植
林
に
近
づ
け
て
い
く
。
天

然
林
に
つ
い
て
は
不
要
木
を
除
伐
し
て
、
一
部
保
水

力
に
強
い
樹
木
を
植
栽
し
、
翌
年
か
ら
下
刈
り
を
実

施
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

仁

羽

悟

郎
議
員

質
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
�
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
村
民
・
各
種
団
体
の
役
員
に

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て
い
る
の
に
、
有

償
の
人
も
い
る
が
な
ぜ
か
。

答
�
事
業
を
主
催
し
て
い
る
課
の
担
当
職
員
に

は
、
勤
務
と
し
て
実
質
的
な
責
任
を
持
た
せ
、

そ
の
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い
る
か
ら
。

質
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
�
高
齢
者
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
者
に
対
し
て
、
村
と
し
て
特
典
を

考
え
て
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

答
�
免
許
証
が
な
く
な
り
交
通
手
段
を
失
う
こ
と

で
非
常
に
厳
し
い
生
活
実
態
を
迫
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て
い
る
。
ど
う
い
っ
た
方
法

が
あ
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。
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（出席者） 平成２４年９月

９月５日 監査委員会〈役場〉（井開、瀧倉監査委員）
５日 農業６次産業化事業調査特別委員会〈役場〉（全委員）

７日 平成２４年第３回村議会定例会開会
〈会期を１４日までの８日間と決め、議案の上程並びに決算報告、議案審議及び平成２３年度会計決算審査を実施〉（全議員）

８日 佐那河内中学校清流祭〈多目的ホール・体育館〉（長尾議長、松長議員）
１０日 平成２４年第３回村議会定例会（２日目）〈決算書類審査〉（全議員）
１１日 平成２４年第３回村議会定例会（３日目）〈決算書類審査・現地調査・総括審議〉（全議員）
１３日 平成２４年第３回村議会定例会（４日目）〈一般質問〉（全議員）
１４日 平成２４年第３回村議会定例会（最終日）〈議案に対する質疑、討論を行い、表決し閉会〉（全議員）
２０日 国道４３８号一ノ瀬工区地元説明会〈高樋保健センター〉（長尾議長他５人）
２４日 ９月分例月出納検査〈役場〉（井開、瀧倉監査委員）
２５日 神山町議会合同議員研修会〈役場〉（全議員）
２７日～２８日 四国四県町村長・議長大会〈松山市〉（長尾議長、松下事務局長）

sanagochi 9



高齢者の笑顔の花咲く徳島をめざして、あわぎんホール

で開催されました。

県内各地から約８００人の関係者が集いました。

村からは今年米寿を迎える代表者として、松本万市さん

（小屋ノ久保）が出席されました。

人権の日の集会に栗本さん、鈴木さん

２人の「山すみれ」会員さんが、保育所

児童【３歳児以上児対象】に「水の精」

と「小さなお母さん」を読み聞かせてく

れました。

地域との交流の場になり、とても新鮮

な雰囲気の中、触れ合う一時でした。

ボランティア活動の時間に保育所の花壇や栽培園の草抜きをして

くれました。

「ミミズがおる土は、よう肥とんぞ」「なつかしい、うさぎがおる」

「前は、ぼくが小さかったけん、届かなんだ。今はらくらく、こん

な小さい遊具だったんじ

ゃ」となつかしみながら

作業しました。

おかげさまできれいに

なり、気持ちよく運動会

を迎えられます。お疲れ

様でした。ありがとうご

ざいました。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ののののののののののののののののののののの集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

�����������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������

村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内ののののののののののののののののののののの読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアグググググググググググググググググググググルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーープププププププププププププププププププププ
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ががががががががががががががががががががが保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所ににににににににににににににににににににに来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来ままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

９/１１
（火）

８/２８
（火）

９/２０
（木）
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����������������●●●●●●●●●●●●●●●●
����������������●●●●●●●●●●●●●●●●����������������●●●●●●●●●●●●●●●●����������������●●●●●●●●●●●●●●●●����������������●●●●●●●●●●●●●●●●

����������������

●●●●●●●●●●●●●●●●
����������������

今年の運動会のテーマは、『むしむしオリンピック』です。
５歳児１６人、４歳児１２人、３歳児１０人、２歳児７人、１歳

児６人、乳児２人の合計５３人全員参加。あいにくの雨で、小
中学校体育館で実施しました。
５つの対抗種目では、〈かまきり〉〈ばった〉〈はち〉の３
つのチームに分かれて、小中学校児童生徒、保護者、祖父母、
一般の人にご参加いただき競技しました。競技の結果〈かま
きり〉チームが金メダルでした。

今年は少しぬかるんだ田んぼでしたが、５年生１２人と文理
大学から実習に来ていた先生３人ととともに、中山間地域等
直接支払事業の取組として、今年も稲刈りを体験しました。
「今年はみんな上手に刈るなぁ」と平地地区の農家の先生
からほめてもらっていました。小学生たちは、出来上がった
餅米で何を作るか、みんな悩んでいました。

中辺地区の八千代会老人クラブ会員さ
ん５人が来所くださり、心地よい風が吹
く園庭で、９月の誕生会をしました。
９月生まれの保育所児童３人、そして

八千代会谷口会長さんもちょうど９月生
まれで一緒にお祝いしました。
谷口会長さんのお元気な秘訣は？と聞

いたところ、「野菜作りと、魚をたべる
こと」と元気に応えてくれました。その

後各クラスのお遊戯を見てい
ただいたり、紅白に分かれ、
玉入れの競技もしました。
「えっとぶりに子どもの声聞いたわ」
「近くにおるけど、保育所に入ったのは
初めてじゃ」「よだれかけかけとんが、
かわいいなあ」
それぞれに目を細めて子ども達を見て
くださいました。

�����������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ととととととととととととととととととととと交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

９/２３
（日）

９/２４
（月）

９/２７
（木）
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ファームステイ研修とは？

都市部に住む学生たちが農家に民泊し、農業体験

を行う事業です。学生にとっては実際に現地で農家

の暮らしや仕事を体験することを通じ、農業の実態

に触れることができる貴重な機会となります。現

在、全国１０ヵ所の地域で実施されており、村では農

家の皆さんのご協力のもと、今年で事業６年目を迎

えました。

“すだちって何？” 今年で６年目
佐那河内村の取り組み

今年も明治大学食料環境政策科の学生１２人（男性

６人、女性６人）が、佐那河内村にやってきました。

始めに、農協の協力を得て農産工場と選果場を見

学。すだちのさわやかな香りが立ちこめる中、学生

たちは説明を聞きながら興味津々で設備を見て回

り、写真におさめていました。実はほとんどの学生

が徳島に来たのは初めてで、今までに「すだち」を

食べたことがある学生はたった１人。ここに来て初

めて、すだちとは何かを知った学生も多かったよう

です。

そんな彼らを対面式で待っていたのは、温かい農

家さんたちの笑顔でした。次の日から、本格的にす

だちの収穫を始めた学生たち。慣れない作業や、す

だちの持つ予想以上のトゲの鋭さにかなり苦戦した

ようです。しかし村で過ごす日々の中で、出荷状況

の放送を聞きながら、農家さんの気持ちに思いをは

せたり、思わぬ自然の恵みを調理したり、時にはお

酒を酌み交わしたり。

１週間という限られた

期間でしたが、農家さ

んたちとの交流を通じ

て、学生たちはいろい

ろな経験と心暖まる第二のふるさとを得ることがで

きたのではないでしょうか。

研修を終えて、農家さんとの別れを惜しむ学生た

ちからは「また佐那河内に来たい」という声を多く

頂きました。１１月には、受入農家の皆さんが明治大

学の学園祭に参加し、受け入れた学生たちととも

に、佐那河内産すだちの消費宣伝活動を行います。

すだち収穫の大変さも、その美味しさもしっかりと

会得した学生たちが佐那河内の広告塔として頑張っ

てくれる予定です。

�すだちのおいしさをどんどん広めていきたい。
�地域のイベントがたくさんある。繋がりの強さ
がいいなと思った。
�高齢のお年寄りが元気。徳島にはまだまだ新し
いビジネスの可能性があると思う。
�農作業には力作業が多い、若い力が必要だと思
った。
�都市と佐那河内を結ぶ果樹オーナー制度は、北
海道の利用者もいる。少しでも村に足を運んで
もらう機会に繋がり、良い制度だと思った。

等々たくさんの意見がでました。皆様、ありが
とうございました。

学生の声

９月９日 意見交換会にて

平平平平平平平平平成成成成成成成成成２２２２２２２２２４４４４４４４４４年年年年年年年年年度度度度度度度度度
明明明明明明明明治治治治治治治治大大大大大大大大学学学学学学学学フフフフフフフファァァァァァァァーーーーーーーームムムムムムムムスススススススステテテテテテテテイイイイイイイイ研研研研研研研研修修修修修修修修

９月４日�～９月１０日�
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平 間 重 美さん（明治４１年１２月１日生）

９月１９日（水）１０１歳以上の長寿を祝い、県知事からの祝い状の伝達が行われました。
平間さん現在１０３歳、村内１の長寿者です。
今後ますますのご長寿をお祈りいたします。
山根玉峰さんからの祝いの書も合わせて贈られました。

平成２４年９月３０日�に敬老会を開催する予定でしたが、台風１７号の影響で
警報が発令されたことにより、敬老会を執り行うことは大変危険であると
判断し、中止とさせて頂きました。ご理解のほどよろしくお願いします。

緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
のののののののののののののののののののののののののののののののの
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ささささささささささささささささささささささささささささささささ
とととととととととととととととととととととととととととととととと
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
星
沙
織
で
す
。

こ
の
間
す
だ
ち
の
収
穫
が
始
ま
っ
た
と
思
っ
た
の
に
、
気
づ
い
た
ら
も
う

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
近
は
日
が
短
く
な
り
、
朝
晩
は
か
な
り
涼
し
く
な
り
ま
し

た
。
も
う
秋
な
ん
だ
な
ぁ
と
し
み
じ
み
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

秋
と
い
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の

秋
・
・
・
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
何
で
秋
だ
け
「
○
○
の
秋
」
と
い
ろ
ん
な
表
現
が
あ
る

ん
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
秋
と
い
う
季
節
は
何
を
す
る
に
も
過
ご
し
や
す

く
素
晴
ら
し
い
季
節
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
私
は
も
ち
ろ
ん
食
欲
の
秋
な
の
で

す
が
、
佐
那
河
内
に
来
て
感
じ
る
の
は
実
り
の
秋
で
す
。

９
月
は
本
当
に
す
だ
ち
月
間
で
し
た
。
何
で
す
だ
ち
っ
て
緑
な
ん
だ
、
見
つ
か
ら
な
い

じ
ゃ
な
い
か
！
な
ん
て
思
い
つ
つ
、
大
好
き
な
す
だ
ち
の
香
り
（
た
だ
し
も
れ
な
く
森
林

香
の
香
り
も
す
る
）
の
中
で
、
昼
間
の
暑
さ
と
と
げ
の
痛
み
と
戦
い
な
が
ら
収
穫
し
て
き

ま
し
た
。
こ
う
や
っ
て
農
家
さ
ん
が
必
死
に
作
っ
て
収
穫
し
た
も
の
を
私
た
ち
は
毎
日
食

べ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
う
と
、
改
め
て
食
の
喜
び
や
あ
り
が
た
み
を
感
じ
ま
す
。

先
日
古
代
米
の
収
穫
も
し
て

き
ま
し
た
。
写
真
の
よ
う
な
格

好
を
し
て
、
鎌
を
使
っ
て
稲
を

刈
り
、
は
ぜ
か
け
を
し
て
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
稲
刈
り
は
楽

し
か
っ
た
で
す
。
貴
重
な
体
験

が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
ま
し
た
。

収
穫
を
体
験
し
て
、
実
り
の

秋
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
を
い
う

ん
だ
な
ぁ
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
も
っ
と
も

っ
と
実
り
の
秋
を
感
じ
つ
つ
、

美
味
し
く
楽
し
く
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成２４年度「敬老の日」長寿者慶祝訪問

５６
その

住民福祉課からの
お 知 ら せ
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玉
峰
先
生

書
道
教
室
開
催

佐
那
河
内
中
学
校

９
月
２８
日
（
金
）
の
３
・
４
校
時
に
佐
那

河
内
中
学
校
に
お
い
て
、
玉
峰
先
生
の
書
道

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先
日
建
立
さ
れ

た
筆
塚
の
お
話
の
後
、「
筆
の
お
ろ
し
方
」に

つ
い
て
ご
説
明
が
あ
り
、
玉
峰
先
生
か
ら
い

た
だ
い
た
新
し
い
筆
を
使
っ
て
実
際
に
筆
の

お
ろ
し
方
を
体
験
し
ま
し
た
。
毛
先
を
持
っ

て
曲
線
を
描
く
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
動
か
し
て

い
く
と
、
あ
ま
り
力
を
入
れ
ず
に
毛
先
が
膨

ら
み
き
れ
い
に
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
、生
徒
た
ち
は
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
文
祭
に
展
示
す
る
作
品
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
小
筆
を
使
っ

て
の
作
品
作
り
で
し
た
が
、「
煌
」「
愛
」「
照
」

な
ど
行
書
体
の
お
手
本
を
中
心
に
、
筆
使
い

や
字
形
を
丁
寧
に
教
わ
り
、
団
扇
に
作
品
を

貼
付
し
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
後
に
３
年
生
が
筆
を
い
た
だ
い
た
お

礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や

「
ふ
る
さ
と
」
の
歌
を
披
露
し
、
玉
峰
先
生

と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

新
し
い
筆
は
佐
那
河
内
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
全
員
に
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

玉
峰
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲２年生

３年生

▲

１年生

▲
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救急医療情報キット配布のお知らせ
６５歳以上の高齢者や体の不自由な人に、万一に備えるための救急医療情報キットを年内
に発送します。
○救急医療情報キットとは？

安心・安全を確保することを目的に「かかりつけ医」「薬剤情報提供書」「持病」
などの情報を専用のケース（写真のもの）に入れ、万一の救急時に備えるものです。
○救急医療情報キットの使い方
�救急医療情報用紙に必要事項を記入する。
�専用のケースに情報用紙などを入れる。
�キットを冷蔵庫のドア内側に保管する。
�マグネットを冷蔵庫の外側のドアにはり付ける。

○救命活動を適切かつ迅速に行うために救急医療情報キットを備えてください。
お問い合わせ 住民福祉課

平成２４年度 がん検診のお知らせ

受付時間

９：００～１１：００
婦人科及び骨密度検査は１３：００～１３：３０

※ただし、乳がん検診は、午前中も受付します。

検診場所

農 業 振 興 セ ン タ ー

検診日程・【申込期限】

１１月３０日（金）【１１月９日（金）】

負担金
５００円
１００円
３００円
３００円

３００円

１，０００円
４００円

４００円

１，０００円

対 象 者
４０歳以上の村民
４０歳以上の村民（６５歳以上の人は結核検診を含みます）
肺がん検診受診者で、肺がんの危険性が高いと認められた村民
４０歳以上の村民

�平成２４年度において満４０歳となる村民
（昭和４７年４月１日～昭和４８年３月３１日生まれの人）
�平成１４年度から平成２３年度までの間に、肝炎ウイルス検査の対
象者であって、受診の機会を逸した村民

５０歳以上の村民（男性のみ）
４０歳以上の村民

２０歳以上の村民（女性のみ）
※２年に１回の受診が標準です。（原則として、平成２３年度に受
診された人は、平成２５年度に検診を受けてくださるようお願い
します。）

４０歳以上の村民（女性のみ）
※２年に１回の受診が標準です。（原則として、平成２３年度に受
診された人は、平成２５年度に検診を受けてくださるようお願い
します。）

※１１月３０日（金）は、午前中も受付します。

検診内容
胃 が ん 検 診
肺 が ん 検 診
喀 痰 検 査
大 腸 が ん 検 診

肝炎ウイルス検査

前 立 腺 が ん 検 診
骨 密 度 検 査

（ 婦 人 科 検 診 ）
子 宮 が ん 検 診

（ 婦 人 科 検 診 ）
乳 が ん 検 診

がん検診を次の日程で実施します。受診をご希望される人は、事前予約が必要です。各検診日程の
申し込み期限までに、住民福祉課保健衛生係までお申し込みください。

●がん検診日程及び場所

●がん検診内容及び負担金

※生活保護受給者の人は、負担金は無料です。
※１１月３０日�の村内で行う検診では、歯科検診も行います。歯科検診の負担金は無料なので、この機会にぜひ受診してください。
※特定健診受診券をお持ちの人は、がん検診と同時実施できます。ご希望の人は、がん検診予約時にお申し出ください。
※６月から１１月までの徳島県総合健診センターで行うがん検診では、健診センターにおけるオプション項目【頚部エコー検査：負担金３，１５０
円・腹部エコー検査：負担金４，７７０円】を追加できます。ご希望の人は、がん検診予約時にお申し出ください。
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職 務 の 内 容

主任保育士の業務に従事します。

集落排水施設維持管理等専門の技術に従事します。

採用予定人員

１人程度

１人程度

試験区分

保 育 士

土 木

受 験 資 格

佐那河内村のむらづくりに対する意欲が旺盛で、これまでの職務の経験や知識、
取得した技能等を活かし、特色ある村行政の推進に能力を発揮できる者。

学力等 短大卒業程度以上。
年齢等 昭和３８年４月２日以降に生まれた者。
資格等 保育士の資格を有する者で、認可保育園で経験年数１０年以上の者。

学力等 短大卒業程度以上。
年齢等 昭和３８年４月２日以降に生まれた者。
資格等 「一級土木施工管理技士」及び「浄化槽技術管理士」の資格を有する者。

民間企業等における職務経験が５年以上（１年以上継続して就業した期
間のみ通算）の者。

試験区分

共 通

保 育 士

土 木

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間 平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月））））））））））））））））））））））））））））））～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月））））））））））））））））））））））））））））））
１ 試験区分、採用予定人員及び職務の内容

※採用予定人員は変更になる場合があります。

２ 受験資格

※ 「卒業程度」とは、学力の程度を示すものであり、学歴を受験資格とするものではありません。

３ 応募の方法

応募する人は次の書類を提出してください。
�受験申込書 �最終学歴を有する学校の卒業証明書
�履歴書（市販の物を使用して下さい。Ａ４サイズ） �実務に従事した経験年数を証明する書類
�論 文

４ 応募書類の提出期限等

応募書類の提出期限
平成２４年１１月５日（月）
持参または郵送による提出（提出期限必着）

第２次試験の日時及び試験場
詳細は、第１次試験合格者に文書で通知します。

５ 試験の方法及び内容

第１次試験 論文及び履歴書等の提出書類にて選考
第２次試験 第１次試験合格者に対し面接試験を実施

※申込用紙は総務企画課にあります。（村のホームページからダウンロードできます。）
その他応募についての詳細な事項については、お問い合わせください

■お問い合わせ先 総務企画課

職 員 採 用 試 験 案 内平成２４年度
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〈行政相談所〉

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

１０月１５日（月）から２１日（日）までは
「行政相談週間」です。

行政相談週間は、行政相談制度を広く国民の皆

さんにお知らせして利用していただくために、総

務省が、全国一斉に実施しているものです。

村では、この行政相談週間の一環として、行政

相談委員が徳島行政評価事務所の支援のもと、次

のとおり行政相談所を開設します。

役所の仕事について、苦情がある、困っている、

こうしてほしい、役所の説明や対応に納得がいか

ない、どこに相談してよいか分からない、制度や仕

組みが分からないなど、お気軽にご相談ください。

相談は無料で、秘密は固く守られます。

１ 日 時 平成２４年１０月２２日（月）
９時～１２時

２ 場 所 村農業総合振興センター
３ 行政相談委員 谷 泉 功さん

臨時事務補助員

採用予定人員

１人程度

勤務場所

佐那河内村役場

臨時保育士

採用予定人員

１人程度

勤務場所

佐那河内保育所

発効日

平成１５年１２月２１日

平成２３年１２月２１日

平成２３年１２月２１日

平成２３年１２月２１日

時間額

６５２円
７７５円

８０１円

７５９円

件 名

紡績、織物業

造作材・合板・建築用組立材料製造業

はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業

徳島県の最低賃金が改定されました�

問い合わせ先：徳島労働局労働基準部賃金室 TEL０８８－６５２－９１６５

◆保育所の臨時保育士◆

保育所で保育業務に従事する臨時保
育士を募集します。

応募資格は、保育士資格を有する人。
採用期間は、平成２５年４月３０日まで。
勤務時間
午前７時３０分～９時３０分
午後３時３０分～６時３０分

詳しくは、保育所まで。

◆村役場の臨時職員◆

村役場で一般事務に従事する補助員
を募集します。

採用期間は、平成２５年４月３０日まで。
勤務時間
午前８時３０分～午後５時１５分

詳しくは、総務企画課まで。

徳島県特定（産業別）最低賃金

※ 手当など（村の支給基準による）

※ 社会保険（健康保険・厚生年金保険）は、
勤務日数・勤務時間数により、関係法令の
規程に基づき適用されます。

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

徳島県最低賃金
労使仲よく守ろう最賃

時間額６５４円

（発効日 平成２４年１０月１９日）

佐那河内村
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２０１２年度“第１７回佐那河内村 築こう人権の里運動”人権標語・ポスターの募集をしたところ、小･中学生をはじ
め、保護者からも多数のご応募をいただきました。たいへんありがとうございました。
入賞者の選考につきましては、選考委員一同大いに悩むところでした。厳正なる選考の結果、入賞者が決まりま

したので、入賞作品と入賞者の方々をご紹介します。
なお、入賞作品は、来年の【人権の里さなごうちカレンダー】に掲載して全戸に配布いたします。

●人権標語の部（敬称略）

《小学生の部》
ありがとう きみのきもちが うれしいな

１年 元木 八雲
あいさつが なかよくなれる だいいっぽ

２年 森 陽哉
ぼくはしない 自分がされて いやなこと

３年 松本 稔央
大丈夫？ その一言が すくいの手に

４年 福田 仁
笑い声 みんなが元気に なるしゅんかん

５年 松田 悠真
しんけんに 命の大事さ 考えて

６年 村上 乃亜

●人権ポスターの部（敬称略）

《中学生の部》
勇気こそ みんながもってる 宝物

１年 嵯峨 由磨
温かい あなたの言葉が 笑顔をつくる

２年 山口 真由
ありがとうは 心を開く パスワード

３年 青木 宏暁
《社会人保護者の部》

育てよう 人の痛みが わかる子に 山田 和枝
認め合おう その子の個性 築こう みんなの和

糸林 加代
笑い声 絶えない村の 宝物 加藤 真美
人と人 想う気持ち みなおなじ 佐野 友紀

土

3

10

17

24

金

2

9

16

23

30

木

1

8

15

22

29

水

7

14

21

28

火

6

13

20

27

月

5

12

19

26

日

4

11

18

25

中学２年 笠井 彩香

２０１２年度築こう人権の里運動【人権標語・ポスター】の入賞者決まる

小
学
４
年

梶
本

星
来

バドミントン

バドミントン

バドミントン

バドミントン

バドミントン

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会

VOL．189

小学６年 仲野 咲彩

小学１年 中西 優太

卓 球

卓 球

中学１年 加藤 友梨

１１月

佐那河内村の人権教育

健康運動教室

健康運動教室

スポーツ振興くじ助成事業

※印の種目は活動費が必要です。
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加入の
手続きをしてください。
・日程は変更する場合があります。

〈村民体育館〉
卓 球
１９：３０～２１：００
※バドミントン
２０：００～２２：００

●お問い合わせ●
さなごうちスポーツクラブ事務局

（教育委員会内）

�679-2817 IP 5006

〈農振センター２階和室 〉
健康運動教室
２０：００～２１：００

sanagochi18



日日赤赤奉奉仕仕団団 長長島島愛愛生生園園
吉吉田田正正衛衛ささんん訪訪問問
９月１５日、日赤奉仕団が長島愛生園在住の吉田正衛さん
を訪問しました。明日は吉田さんの９９歳の誕生日であり、
ささやかではありましたが、参加者でお祝いをしました。
佐那河内村からの訪問ということで、毎日この日が来る

のを楽しみにしておられたとのことです。
また、来年も訪問して、有意義な時間を持ちたいです。

村民生委員児童委員協議会
日ごろの見守り活動から得られる情報を基に、関係機関・団体と協力
することにより自然災害時、迅速に安否確認などの支援活動が出来るよ
う備え、今後も安全で安心なまちづくりに取り組むことにより、民生委
員・児童委員とその活動を理解して頂くことを目的に活動しました。

９月１９日（水）AED講習会開催
これまでにも何度かAED講習会は受講してきまし
たが、今回は、対子ども向けの講習を初めて受講しま
した。
今後もこれらの講習会を通じて、防災意識の向上
と、救急救命の大切さを学習していきたいと考えてい
ます。

９月２日（日）村総合防災訓練への参加
一目で民生委員・児童委員だと住民に分かるよう認
識ユニフォームを製作し、初めて住民参加の防災訓練
に参加しました。
住民の皆さんから「よく目立って見つけやすい。」

とお声がけを頂き、ユニフォームの有用性を確認でき
ました。

左記の預託金は、社会福祉のために役立ててくださいと寄

せられたものです。善意によって膨らんだ預託金を元金とし

た利子を活用し、地域福祉事業などの推進のため、有意義に

活用させていただきます。ありがとうございました。

第149号

●善意銀行だより●

●小 谷 洋 二 様………金一封
●山 崎 笹 枝 様………金一封
●富 永 政 明 様………金一封

民生委員■■■
児童委員発■■
災害時一人も■
見逃さない運動
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沖浜交番 ホテル

御座船入江川

ふれあい
健康館

暴力追放県民センター

R55

社会全体で暴力団を排除しよう�
最近の暴力団情勢
暴力団は、近年、組事務所から看板を撤収したり、組織の名称入りの名刺を使用しないなど組織実態

が不透明となっており、また、活動形態も表の経済活動へ移行したり、政治活動や社会運動を標ぼうす

るなど、不透明化の傾向が一層顕著になってきています。

企業が反社会的勢力による被害を防止するための基本原則
○ 組織としての対応 ○ 外部専門機関との連携

○ 取引を含めた一切の関係遮断 ○ 有事における民事と刑事の法的対応

○ 裏取引や資金提供の禁止

契約書や取引約款に暴力団排除条項を導入しましょう
暴力団は、その正体を隠して経済的取引の形で企業に接近し、取引関係に入った後で、不当要求やク

レームの形で金品等を要求する手口がみられますことから、こうした事態を回避するため、企業等で使

用する契約書や取引約款に暴力団排除条項を盛り込むことが望ましいのです。

暴力団に関する相談

小学生・中学生・保護者と徳島東ドライバークラブ
の皆さんと一緒に安全運転を呼びかけました。
運転手だけでなく助手席後部座席の人もシ－トベル

トをする�と心がけてください。
『交通事故のない毎日を過ごせるように…。』参加

者みんなの願いです。

～シ－トベルトをしっかり締めていってらっしゃい♪～

駐在所だより

※ 暴力追放県民センターは、本年７月２日「徳島市沖浜東
２丁目１２番地１」に移転しました。

９月２８日（金）
の全国交通安全運動街頭キャンペーン

◇暴力追放ダイヤル
088－626－0110（相談用）

◇暴力追放県民センター
0120－893－171（相談用）

・暴力に関する相談
月曜日～金曜日
午前９時００分～午後５時まで

・民暴弁護士無料相談日
毎月第２・第４木曜日
午後１時３０分～午後３時３０分
お問い合わせ先（０８８）６５６－２７１０（事務連絡用）

秋
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本年４月以降、通学路における死傷事故が発生した

ことにより、本村においても学校・教育委員会・駐在

所で通学路の危険箇所を点検しました。

その結果、西ノハナの旧中学校東側の国道が幅員が

狭く、児童生徒の通学時間帯の自動車等の交通量も多

く、危険箇所と判断されました。

徳島県、徳島東警察署への改善依頼文書を発送する

一方で、青少年育成佐那河内村民会議の委員及び学校

教職員が、９月３日（月）から２８日（金）までの一ヶ

月間、午前７時３０分から午前８時までの３０分間、毎朝

立哨を行い、通学の児童生徒への声かけや、通行車両

へのピーアールを行いました。

今回の行動を一過性のものに終わらせず、「地域の

子どもは地域で守る」の理念のもと、村の青少年の健

全な育成のために今後も取り組んでいきたいと考えて

います。

佐那河内中学校２年生１８名は、１年生のときに「第３回
『糖尿病の料理を考えよう』家庭でできる糖尿病食写真料
理コンテスト」（徳島市医師会主催）に応募しました。そ
の結果、審査員特別賞をいただきました。平成２４年８月１９
日に行われた表彰式に、代表として学級委員の笠井彩香さ
んが出席し、表彰状を受け取りました。
中学１年生のときに、家庭科で６つの基礎食品群を習っ

たので、バランスのとれた「元気のでる朝ごはん」を考え
ました。家庭科主任や栄養教諭から糖尿病食のポイントを
聞いて、思い思いに一生懸命考えました。栄養価計算をし
て、６００kcal 前後にし、また材料に佐那河内産農産物を使
いました。徳島市医師会ホームページに受賞作の写真が載
っています。機会がありましたら見てください。

朝朝ごごははんん集集

安全対策を実施しました。

元気のでる
佐那っ子が考えた
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佐那河内村地域包括支援センターだより佐那河内村地域包括支援センターだより

地域包括支援センターでは、明るく健やかな生活が続けられるように介護予防教室

を開催しています。楽しく身体を動かしたり交流を楽しみましょう。皆様の参加をお

待ちしています。

10月16日� コーラス教室 ハイジ 13 : 30～

10月 22日� いきいき体操教室 宮前公民館 13 : 30～

10月 23日� 健康料理教室 農振センター 10 : 00～

11月 12日� いきいき体操教室 桜集会所 13 : 30～

※日程などに変更がある場合は村内放送でお知らせします。

次回は１１月４日�の「徳島びっくり日曜市」（徳島市問

屋町）にて村で作られた農作物や加工品の販売を行います。

出品申込みが多数の場合、こちらで数を調整させていた

だく場合がございます。あらかじめご了承ください。

申込み〆切１０月３１日�

みなさんの出品をお待ちしています。

10月号

【募集要項】
・募集するもの：村内産の野菜、手作りの加工品など

・手数料：売上げの１０％

いただいた手数料は村のPRなど今後の事業のため

に活用させていただきます。

・出荷の方法などは出品のお申込みをいただいた人に

お伝えします。

車に乗れないという人もご相談ください。

佐那河内村地域包括支援センター ■ 電話：679－3383
■ 場所：特別養護老人ホーム 健祥会ハイジ内 ■ 担当：井出・大西・佐々木

日日日日日日日日日日日日日日日日日日曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜市市市市市市市市市市市市市市市市市市“““““““““““““““““““さささささささささささささささささささなななななななななななななななななななごごごごごごごごごごごごごごごごごごごうううううううううううううううううううちちちちちちちちちちちちちちちちちちちDDDDDDDDDDDDDDDDDDDaaaaaaaaaaaaaaaaaaayyyyyyyyyyyyyyyyyyy”””””””””””””””””””出出出出出出出出出出出出出出出出出出品品品品品品品品品品品品品品品品品品者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集中中中中中中中中中中中中中中中中中中

出品のお申込み・お問い合わせ�産業建設課 地域おこし協力隊 本田百合子

個人情報に関する内容のため削除しています。
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備 考

冬野菜を植えよう

対 就学児童対象

対 医師から運動制限を受けていない人
持 運動しやすい服装、タオル、水筒など
対 健康づくりに関心のある人
持 材料代２００円・米１合・エプロン・筆記用具など

対 年長組親子対象

子ども劇場来演

※１１／３�～１１／１８�は県立
文化の森２１世紀館

対 医師から運動制限を受けていない人
持 運動しやすい服装、タオル、水筒など

とき・ところ
時 ８：３０～１１：００
所 追上駐車場
時１０：００～１２：３０
所 保育所
時１３：００～
所 小・中学校
時１１：００～１４：００
所 農振センター１階
時 ９：００～１２：００
所 農振センター２階（小和室）
時１３：３０～１５：３０
所 宮前公民館
時１０：００～１０：１５（受付）
所 農振センター１階（会議室）
時 ８：３０～１１：００
所 追上駐車場
時 ９：００～１５：００
所 村中央運動公園グラウンド
時１３：００～１５：３０
所 小・中学校体育館
時 ８：３０～１１：００
所 追上駐車場
時 ９：００～１３：００
所 農振センター
時 ８：３０～１１：００
所 追上駐車場
時１０：００～１１：２０
所 保育所
時１１／１０ １３：００～２０：００
１１／１１ ９：００～１６：００
１１／１３～１８ １０：００～１７：００

所 村民体育館・県立文化の森２１世紀館
時 ９：００～１２：００
所 農振センター２階（小和室）
時１３：３０～１５：３０
所 桜集会所
時 ９：１５～９：４５
所 保育所
時 ８：３０～１１：００
所 追上駐車場
時１１：００～１４：００
所 農振センター１階
時１０：００～１１：００
所 保育所

行 事 名

可燃ゴミ・古紙などの収集日

誕生会（嵯峨睦会交流）

就学時健康診断

ふれあい昼食会

心配ごと相談・行政相談

いきいき体操教室

健康料理教室

可燃ゴミ・古紙などの収集日

第４６回村民体育祭

舞台芸術公演（日本奇術協会）

可燃ゴミ・古紙などの収集日

親子クッキング

可燃ゴミ・古紙などの収集日

わんぱく広場

第２７回国民文化祭
「むらの文化展」

心配ごと相談・人権擁護相談

いきいき体操教室

“山すみれ”読み聞かせ会

可燃ゴミ・古紙などの収集日

ふれあい昼食会

すずらん会交流いもほり

曜

水

木

金

月

火

水

日

火

水

水

木

土～

日

月

火

水

日

１０／

１７

１８
１９

２２

２３
２４
２８
３０

３１

１１／

７
８
１０～

１８

１２

１３

１４

待遇・その他

修学年限３年
卒業後は陸士長

入（校）隊

２５年４月上旬

合格発表

２５年１月１８日

１次２５年１月２８日
最終２５年２月２２日

試験期日

２５年１月１２日
～１４日

※いずれか１日を
指定されます。

１次２５年１月１９日
２次２５年２月２～５日

受付期間（締切日必着）

１１月１日～
１２月７日

１１月１日～
２５年１月７日

資 格

男子で中卒（見込含）
１７歳未満の、成績優秀
かつ生徒会活動等に顕
著な実績を納め、学校
長が推薦できる者

男子で中卒（見込含）
１７歳未満の者

募集人員

参考（２３年度）
約６０人 ※１

参考（２３年度）
約２６０人 ※１

募集種目

推薦

一般

高等工科学校
生 徒

１．※１：平成２４年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。必ずご確認ください。
２．応募資格年齢の起算日は、募集種目ごと異なっていますので、それぞれの募集要項で確認してください。
３．その他、詳細については、それぞれの募集要項又は自衛隊地方協力本部で確認してください。

自衛隊徳島地方協力本部 徳島募集案内所 〒７７０‐０００６徳島市北矢三町１－１－１１ TEL０８８－６３１－９５８１

自
衛
官

募
集
案
内
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ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ
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ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
た
人
に
、

私
は
よ
く
「
近
く
に
カ
タ
ツ
ム
リ
は
い
ま
す

か
？
」
と
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

�
昔
は
庭
に
い
た
け
ど
最
近
見
な
く
な
っ

た
�、�
キ
ウ
イ
畑
に
は
た
く
さ
ん
お
る
よ
�
な

ど
な
ど
教
え
て
も
ら
い
ま
す
が
、
稀
に
聞
く
の

が
�
昔
は
焼
い
て
お
や
つ
代
わ
り
に
食
べ
て
い

た
�
と
い
う
ち
ょ
っ
と
驚
き
の
一
言
で
す
。

少
し
上
の
世
代
の
人
に
と
っ
て
は
衝
撃
の
事

実
で
も
な
ん
で
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

で
こ
そ
衛
生
へ
の
意
識
が
高
く
な
っ
て
ほ
と
ん

ど
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
か
つ
て
カ

タ
ツ
ム
リ
は
山
に
暮
ら
す
人
々
の
貴
重
な
タ
ン

パ
ク
源
で
し
た
。
カ
タ
ツ
ム
リ
を
食
べ
る
な
ん

て
、
と
思
う
人
も
�
エ
ス
カ
ル
ゴ
�
と
聞
く
と

ほ
っ
と
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
ち
ら
は

養
殖
さ
れ
た
カ
タ
ツ
ム
リ
で
、
フ
ラ
ン
ス
料
理

に
欠
か
せ
な
い
高
級
食
材
で
す
。

た
だ
お
や
つ
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
な

く
、
薬
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
こ
佐
那
河
内
村
で
は
昔
、�
疳
の
虫
�（
赤
ち

ゃ
ん
の
夜
泣
き
な
ど
の
俗
称
）
に
効
く
と
さ
れ

て
、
身
を
食
べ
る
、
黒
焼
き
を
飲
む
と
い
っ
た

方
法
で
服
用
さ
れ
て
い
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま

す
。
昔
は
囲
炉
裏
で
焼
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？
�
黒
焼
き
を
飲

む
�
と
は
一
体
？
本

当
に
効
く
の
？
食
味

未
経
験
の
私
に
と
っ

て
は
謎
に
満
ち
た
興
味
深
い
世
界
。
是
非
、生

の
声
を
た
く
さ
ん
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

そ
う
い
え
ば
昔
食
べ
て
い
た
な
ぁ
と
思
い
だ

し
た
人
、
こ
ん
な
方
法
で
薬
に
し
て
い
た
、
こ

ん
な
症
状
が
出
た
ら
食
べ
て
い
た
、
意
外
と
美

味
し
か
っ
た
！
な
ど
な
ど
情
報
を
お
持
ち
の

人
、
お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で

す
。
気
軽
に
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

（
松
田
）

参
考
資
料：

徳
島
生
薬
学
会
生
薬
班

『
佐
那
河
内
村
の
民
間
薬
調
査
』（
２
０
０
２
）

《 作 り 方 》
�鶏肉は皮を取り、粗めに刻んでビニール
袋に入れ、すりこぎでたたく。水気を取
って絞った豆腐と合わせる。

�にんにく、玉葱、しょうがはすりおろす。
�Aの材料をボウルに入れ、よく混ぜ合わ
せ、一口大の大きさに分ける。合わせて
おいたBの衣をつけて揚げる。

�付け合わせのレタス、人参は千切りにする。
��、�を皿に盛りつける。Cを合わせて
ソースを作り、添える。

★ポイント★

�豆腐を入れたり、肉をたたいたりするこ
とでやわらかになり、子どもからお年寄
りまでおいしく食べられます。

�ナゲットそのままの味でもおいしいで
す。お好みにより、すだちをしぼってあ
っさり召し上がれます。

Ａ

�
�
�
�
��
��
�
�
�

鶏むね肉 …………２００g
木綿豆腐 …………１／４丁
にんにく……………１片
玉葱 …………………３０g
しょうが……………１片
塩 ……………小さじ１／３
みりん ………大さじ１／２
片栗粉 ………大さじ１／２

揚げ油……………………適量

Ｂ

�
�
�
�
�

小麦粉…………大さじ３
米粉または上新粉…大さじ２
ベーキングパウダー…小さじ１／２
水 …………………８０cc

Ｃ
�
��
��

トマトケチャップ…大さじ２
ウスターソース…大さじ２
マスタード…………少々

レタス ……………………８０g
人参 ………………………２０g

エネルギー ２２８kcal 蛋 白 質 １５．３� 脂 質 ９．３�
炭水化物 １８．１� 塩 分 １．７�

■お申し込み・お問い合わせ先
ネイチャーセンター

（�679-2238）

生きものの寝床作り
～序章～

～森の音楽会�～
「オカリナ」
「草や木の実」探し
定員２０名

１０／２１�
１３時～１６時

１０／２８�
１３時～１４時３０分

１１／４�
１０時～１５時

No.
197

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
の
お
す
す
め
レ
シ
ピ

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

No.４３

食欲の秋にボリュームたっぷり
しかもヘルシー

《材料（４人分）》

やわらかナゲット

今月の自然体験活動(要予約)

１人当たり
栄養成分

sanagochi24


